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概要

本研究は機械翻訳で中国語複文の長文の解析を目的として、中国語文におけ

る各種類の複文と重文の構文標識をまとめ、 ATRの旅行会話のコーパスに即し

てその標識としての有効性につて検討を行った。

まず中国語の複文を分類し、 112個の構文標識をまとめた。そしてATRで現

在利用可能な中国語旅行会話コーパスに対して、それらの構文標識を文字列と

して含む例文を検索し、検索結果の内 56種類の構文標識を人手で評価すること

により、構文標識としての有効性を検証した。また標識にならない用例に関し

ても分析を行った。
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はじめに

本研究は日中間の機械翻訳において、中国語の長文の解析に寄与することを目的として、中国語におけ

る各種の複文と重文の構文標識をまとめ、その標識としての有効性を検証し、分析を加えるものである。

2 用語解説

2.1 構文標識

複文構文標識ー一この研究では、複文を構成する各分句（節）を結びつける連詞や、関連作用をもつ一部の

副詞のこと指す。中国語では「美朕洞」と呼ぶ。単用のもの（一つの節のみに使われるもの）もあるし、連用

のもの（ペアでそれぞれの節に用いられる）もある。関連連詞は前にある分旬の主語の後に置かれることが多

いが主語の前に懺かれるものもある。関連副詞は後の分句にある主語の後に置かれる。例 cのような標識

を使わない複文もある。

a 我因力生病了，所以昨天没来学校。（連用の構文標識）

→ 私は病気になったので、昨日は学校に来なかった。

b 外面恨砂鳳 屋里型恨安静。（単用の構文標識）

→ 外はうるさいが部屋の中は静かである。

c 我提出再見娼娼一面，他イ［］不辻。（関連語なしの転折複文）

→ もう一度お母さんに会いたいと要求したが許されなかった。

中国語複文の構文標識として、一つの塊の文字列として一箇所に現れるものもあるし、＝つの文字列

の塊としてそれぞれの節に現れるものもある。実際に検索に使用した条件は構文標識と同じ表現を持つ

文字列のみである（連体詞節の二回目の検索では、形態素解析されたコーパスで品詞の条件も使用して検

索した）。従って、構文標識に関する統計と考察も構文標識と同じ表現の文字列のみに対して論じている

のである。

2.2 検索用のコーパス

検索用のコーパスは SLT研究所の旅行会話の例文集で、「/home/msakamo/CTEXT/*/*.gb」にあるもので

ある。量的には、 256109行である。 璽複する文や、文の群れを一つの文として出力されているものもあ

るが、すべてはそのままの形で利用した。ただし、統計する際に、該当の文字列を含んでいないのに検索

された文は除外した。

連体詞複文の二回目の検索で使用したコーパスは/home/pxs124/kohtake/Corpus

/Chinese/CTEXT _msakamo/ AllofAll. uq .clean. txt 

にあるものである。重複する文や、文番号ならびに＂通訳者：＂などの発話内容ではないもの、さらに

び一部の不正な発話などを削除し、 Sinicaコーパスで学習した形態素解析器を用いて解析し、形態素 1/品

詞 1形態素 2/品詞 2…の形式に整形したものである。
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3 中国語の複文とその構文標識について

中国語の重文と複文の分類と説明

複文の節（分句）と節の関係及び日本語との関連から、中国語の複文を I重文（朕合笈句）、 II連用節複文（偏

正笈句）、 III連体節複文（定語包含功河河組的句子）及び、 W名詞節複文（主洒或者実悟包含有劫洞洞組的旬子）。

普通中国語の文法では、 III連体節とW名詞節を含む文は複文とは考えない。連体節を動詞フレーズからな

る連体修飾語と、名詞節を動詞動詞フレーズからなる主語か目的語と認め、いずれも文成分のレベルのも

のとして考えているのである。ここで日本語との対応もつけも考慮してこの四種類に分類する。次からは

その種類毎に説明し、その構文標識をまとめる。黒字の斜体字で示しているものは構文標識になる接続詞

であり、例文の中では罫線ーで表示する。

3.1重文(compoundsentence)(朕合笈旬）主語、述語の関係が成り立つ部分が、対等の資格で結ばれて

いる文。→ 花は咲き、鳥は歌う。（並列節とも呼ばれる）

中国語では、重文という独立する概念がないため、複文の一種類と考えるのが普通である。節（分句 fenju)

と節（分句 fenju)の間の関係に基づき、複文を連合複文（朕合笈句 lianhefuju)と編正複文（偏正笈句

pianzhengfuju)という二種類に分けられる。 日本語の重文は大抵中国語の連合複文（朕合笈句）に相当する

と考えられる。中国語では、「複文中にあるそれぞれの分句の間が文法上平等で、互いに修飾したり説明し

たりしないものを連合複文（朕合隻句 lianhefuju)と呼ぶ。以下からは中国語の概念に従い分類し、構文標識

を整理する。連合複文と編正複文はまたその意味上の関連により更に次のように細分類する。

3.1.1並列複文（井列笈旬 bingliefuju)一各分句の意味関係は複雑多様で、以下のいくつかの種類に分け

られる。二つの分句の間に修飾と被修飾の関係がない。それをまた構文標識（芙朕洞）を用いるものと用いな

いものに分けられる。二つの分句は同一の主語でも、異なる主語でもよい。

3.1.1.1並列関係：各分句がそれぞれ別々にいくつかの事柄、いくつかの状況、或いは同一物事のいくつか

の側面を叙述または描写する。

A 構文標識がないもの （日本語では、動詞の連用形或いは「て」形で表すのが多い）

(1) 他毎天上学，明渫。

→ 彼は毎日学校へ行き、授業を受ける。

(2) 男子は歌を歌い、女子は踊りを踊っている。

→ 男子在唱歌，女子在跳舞。

B 構文標識があるもの

［「也＝も」， 「又＝も、また」，「肘肘＝同賠に」， 「又(/ff)・・・…又•…••＝も…も••」, 「---ilif・…・・-i!if・・・ 

…＝しながら…する（したり…したりする）」， 「一辺……，一泣……しながら…する（したり…したりする）」］
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(3) 小李既（又）会日悟又会英悟。

→ 李さんは日本語もできる上英語立できる。

(4) 我二泣看咆祝一辺吃仮。

→ 私はテレビを見ながらご飯を食べている。

(5) 送是我的井那皇是我的井。

→ これは私の本で、それ土私の本だ。

3.1.1.2対比関係：通常二つの分句からなり、意味上にお互いに対比し合う。

A 構文標識がないもの （日本語では「Aは……Bは……」の形をとるのが一般的である）

(6) 他教悟文，我教数学。

→ 彼は国語を教え、私は数学を教える。

B 構文標識があるもの

f i1iil 

(7) 送吋候，他担心的不是自己的安全，~是村民的安全。

→ この際、彼が心配しているのは自分安全ではなく、村民の安全である。

3.1.2 継起複文偵父接笈句 chengjiefuju)

各分句が、連続して起こる幾つかの動作、幾つかの事柄を順番に叙述し、各分句の順序を変えることがで

きない。

A 構文標識がないもの（日本語では「……と（たら）……」という形になるのが多い）

(8) 他看了会物一眼，大家都安静了下来。

→ 彼は会場を見ると、みんな静かになった。

B 構文標識があるもの

［（酋先）……，然后……＝まず…そして… 先……，隧后……＝まず…そして… 。］の構文標識を使い、

或いは後ろの分句に「便」、「就」，「又」「也」］のみ使う。

(9) 首相首先耕了活，然旦外交部長也溝了活。

→ 総理大臣が圭主スピーチし、次に外相もスピーチした。

(10) 花子折了那活，特身塾出了fl。

→ 花子はその話を聞いて、何も言わずにきびすを返して外へ出てしまった。

3.1.3 累加複文（遥逃笈句 dijinfuju)

はじめの分句で述べていることより「更に一歩進める」という意味を表す。大多数は構文標識がある。

［「不侶び仮）……， ilif且併且，也，込，更，甚至……＝…ではなく、そのうえに…」の関連語で表す。

或いは後の分句だけに「ilif且併且，位，込，更，甚至＝さらに）Jなどの構文標識を用いてもよい。］
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(11) 他王姐会悦日文， 血且悦得恨流利。

→ 彼は英語が話せるだけでなく、その上ぺらぺらだ。

文によっては二童の累加を含むこともできる。その場合、［「不侶杯"fjl}……， i!ii且……，甚至・・・・・・=・・・で

はなく、そのうえに…、さらに…。J の構文檬識を周いる。］

(12) 他不但会悦英洒，皿且会悦法i吾，且歪述会悦日i吾。

→ 彼は英語が話せるだけでなく、その上フランス語も話せ、さらには日本語も話せる。

また、否定の場合は［「不侶不俄有）……，反面（卸……＝…ないだけではなく、かえって…」で表す。］

(13) 太郎不但不反省自己惜涙，匡血開怪他人。

太郎は自分の犯した間違いを反省しないだけではなく、かえって他人のせいにする。

3.1.4 選択複文

二つまたは二つ以上の分句が、いくつかの事柄を別々に言い、その中から一つを選択する。次の二週類に

分けられる。

3.1.4.1二項または数項の中から任意に一項を選ぶことを表す。平叙文では［「成者儀澤，成)・・・・・・,成者儀f

是，或）．．．．．．，「要公．．．．．，要公．．．．．．＝•••か…」の闘遮詞で表し、疑問文では［「は），．．．．．．，述是······=···

か•••それとも•••か」］で表す。

(14) 星吃日本餐，要公吃中餐，由祢決定。

→ 日本料理空中華料理を食べます。あなたが決めればいいです。

(15) 明天（是）坐公共汽年去述是蒻自行牟去？

→ 明日バスで行きますか、それとも自転車で行きますか。

3.1.4.2 二項の中から一項だけを選択できる、或いは選択しなければならないものを表す。

構文標識として、［「不是••••••，就是（便是）••••••＝これでなければあれJlがよく朋いられる。

(15) 我的銭包技不着。不是忘在家里了，鱈是去在路上了。

→ 私の財布は見つからない。家に忘れた空、そうでなければ途中でなくしたのである。

3.2 連用節複文(complexsentence)=偏正複文（偏正夏句）

一つの複文中に二つの分句があり、そのうちの一分句が他方の分句を修飾、限定する。修飾、限定され

る分句は「正句(zhengju),即ち主節であり、もう一方の分句は偏句(pianju)、即ち従属節である。このよう

な主節と従属節を含むものを偏正複文（偏正夏句）と呼ぶ。即ち、従属節は述語や主節全体を修飾するタイプ

のものである。従属節と主節の関係に基づき、偏正複文は次のように分類することができる。

3.2.1 因果複文（因果夏句）

従属節が原因、主節が結果を表す複文。また次の二種類に細分化する。

5
 



3.2.1.1 説明因果複文

説明因果複文の主節が述べているのはすでに実現した事実である。

構文標識として、［「困力・・・・・・,Jjf以••…•」, 「dJf-J, 「困'J/:tJ,r困f!ifJ, r以致」＝ので（から）］などが上げら

れる。

「周力••••••，所以••••••」は二つの分句にそれぞれ用いる。「由子」は原因節に現れ、「因此」，「以致」は主

節の紺果節に用いる。閲連句を周いないものもある。

(16) 固匁生病，匝以我没去学校。

→ 病気にかかった旦ヱ、学校に行っていなかった。

(17) 他乎吋学刃不努力認呈考試不及格。

→ 彼は普段真面目に勉強していない竺ヱ、試験で不合格になった。

(18) 道路被洪水沖杯，牟通不了了。 （標識なし）（日本語では、用言の連用形か「のもなどの接続詞で

表すのは普通である）

→ 道路は洪水で破壊され、車は付通行することができない。

3.2.1.2推断因果複文

従属節が原因、理由を表し、主節はそれに基づく推断を表す。推断因果複文の主節が述べているのはま

だ実現していないか、また実現したかどうかははっきりしない事実である。常用の構文標識は ［「既然•••

．．．，就・・・・・・}=なら、たらたある。

(19) 凰悠祢不喜双美国，我{f]塾去欧洲咆。

→ アメリカがすきではなかっと丘、ヨーロッパヘ行きましょう。

3.2.2 転折複文(zhuanzhefuju)

従属節はある事実を叙述し、主節では反対の事実または部分的に反対の事実を述べる。

構文様識として、［「Jil.然……，祖是（可是）••••••」，あるいは「否廟J, 「不然」，「fJ1位り」，「可是」，「然面」，

「不近」，「叙」＝しかし、でも、が、けれども］などの副阿がある。

(20) 麟姫不漂亮，但是恨有吸引力。

→ 彼女はきれいではない空とても魅力的である。

(21) 姑在悦中文，四足我明不憧。

→ 彼女は中国語を話している、しかし私は聞き取れない。

3.2.3条件複文（条件夏句）

主節は結果を表し、従属節は条件を表す。次の二種類に分けられる。

3.2.3.1特定条件複文

主節が結果を表し、従属節がその結果を実現させるのに必要な条件を提出する。構文標識として、 I「只

要……，就•••…＝さえすれば」 「除非……，才•…··=…でないかぎり、…ないはずだ」，「只有……，才…
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…＝こそ」］などがある。主節が二重否定であれば、「除非••…・，就······=…でないぎり、も…ない」とい

う関連句を用いる場合もある。

(22) 疇我遇見地，塾告訴嵐

→ 彼女に会いさえすれば、必ず彼女に伝える。

(23) 只有尊敬別人， zt会受到別人尊敬。

→ 人を尊敬してこそ、人に尊敬される。

3.2.3.2無条件複文

どのような条件のもとでも、主節が述べる結果が生み出されることを表す。常用の構文標識として、［「不

管（不桧元紛……，那｛也，、@,述）……＝ても」］などが上げられる。

(24) 王萱淮去我聾没意見。

→ 誰が行っ工立私は意見がない。

3.2.4仮定複文

従属節がある仮定を述べ、主節がそのような状況のもとで出現する可能性のある結果を説明する。仮定

複文が叙述している内容は、すでに事実となった状況と未だ事実にないっていない状況と両方もある。

構文檬識として、口語では、［「要是••••••，就（也）······J, r如果・。．．．．，就••••••＝すれば、なら、たらJJなど

があり、書面語では、［「骰如傭若，如，偕使）……，就（便 j]/J公）・・・・・・JJなどが多く用いられる。

(24) 祢翌星早点来，我就不会送公痛苦了。

→ 早く来てくれれ廷私はそんなにつらなかったですが。

従属節には、関連語を用いない場合もある。[「・・・・・・,就（位）・・・・・・JJの形になっている。

(25) 祢不来，我試去祢那）し。

→ あなたはこなかっこ丘私はそちらへ行きます。

闘遮語をまったく使わない場合もある。椋識なし。（日本語では「用言仮定形＋ば」の構造をとる）

(27) 有什公不明白的，清告訴我イfJ。

→ なにか分からないことがあればいってください。

3.2.5 譲歩複文（辻歩夏句 rangbufuju) 

従属節である事実を認めて譲歩し、主節では反対の角度から逆の意味を述べる。また次の二種類に分類

できる。

3.2.5.1事実に対する譲歩。従属節で述べている事実はすでに実現をみたことである。常用の梼文標識は、

［「尽管侃1然）．．．．．．，也(I/I)・…••」＝にもかかわら究lがある。
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(28) 屋萱生着病，他幽堅持去上班。

→ 病気にかかっているにもかかわらず、彼はやはり出勤している。

従属節では構文標識を用いなくてもよい。主節のみに［……，也(l/f)・…••＝ても］で表す。

(29) イが不悦，我血知道。

→ あなたが言わなくエ立私は分かっている。

3.2.5.2 仮定に対する譲歩。従属節で提示している事柄は一つの仮定である。常用の構文標識は、[「llP使

偉是，膠仰・…・・, 位{i/f)……」＝たとえ…ても］がある。

(30) 甕担只剰下我一介人，皇要堅持下去。

→ たとえ私一人だけになっても、がんばり続ける。

3.2.6 取捨て複文（取舎笈句 qushefuju) 

二つの分句が異なる事柄を表し、話し手はその一方を取り、他方を捨てることを表明するものである。

構文標識として、［「与其•••…，不如······} =・・・ よりは・・・ほうがよい， f'r可……，位不……」＝たとえ…

ても、決して•••しない］が挙げられる。前者は後の方と取り、後者は前の方をとることになる。

(31) 旱在送）し等，王坦去我技看。

→ ここで待っよ旦は探しにいったほうがいい。

［「デ可……，也•••••」]を用いる朗、両方ともとることを表す。

(31) 我土豆痩十斤， 幽要取得学位。

→ 私は十キロを痩せても学位を取らなければならない。

3.2.7 目的複文（目的笈句）

従属節が目的を表す、主節がその目的を達するためにとる行動を表す。構文標識として、従属節に［「力j,

「力r」-=ために、ように］などを用いる。

(32) il_工不翠依父母余的期待，小李耕命学刃。

→ 親の期待に背かないよ立に李さんは一生懸命勉強している。

後における従属節に、［「免術」，「以免」，「以便I=ないように］などの閲連語を用いる場合もある。

(32) 地八后「］出去，免得被小核看見。

→ 子供に見つからないように彼女は裏門から出た。

3.2.8 時間複文（吋阿夏句 shijianfuju)

従属節は時間を表し、主節はその時間内に発生した事柄を表す。待別な構文標識がないものもあるが、

主節に［「裁」＝たら、，述＝まだ，才＝ばかり，以后＝以後，之煎＝以薦肋肘候＝…の際」］などの副詞

を用いてもよい。

8
 



(33) 走了二十分紳左右，塾升始下起雨来了。

→ 二十分ぐらい歩いていっ仁丘雨が降ってきた。

(34) }).. 研究室出来，已綬是深夜了。

→ 研究室から出る上、すでに深夜になっていた。

3.2.9 連鎖複文（逹鎖笈句 liansuofuju) 

従属節と主節が緊密に関連しあって、各分句には普通同じ語句または疑問代名詞が現れる。例えば、［「赳ト

……，越・・・・・・,}=すればするほど「IJ/j/JllJ. ..••.. , IJ/j/J llJ. ……, J r淮••…，誰……，」］などの構文標識があ

る。

(35) 交往越久，感情越深。

→ 付き合えば付き合う昼こ、感情が深くなってくる。

3.3名詞節複文（主洒或者哀i吾包含有劫洞洞組的句子）

日本語では文中の他の部分に対する関係が名詞と同等の資格を持つ節、即ち名詞の性格を持った従属節

を名詞節と呼ぶ。節の末尾に「こと」または「の」が配置されている。例えば、「烏が鳴くのを聞く」の「烏

が鳴くの」が目的語として、名詞と同じ資格をもっている類。中国語の文法では、このようなものを節（分

句）として考えないため、主述フレーズか動目フレーズが主語或いは賓語になって、文成分のレベルのもの

だと考えている。ここでは、内容的に日本語の名詞節複文に対応するものをこの類にする。構文檬識がな

いが、主語或いは賓語の成分に動詞フレーズがあるのが待徴である。

(36) 我看見地倫糸西。

→ 私は彼がすりをするのを目撃した。

(37) 相信人不是件容易的事。

→ 人を信じることは容易ではない。

3.4 連体詞節複文（定吾包含功洞洞組的句子）

連体修飾語は一つの文になっているものを連体詞節として考える。即ち名詞を修飾する節は連体詞節で

ある。 中国語の文法では、このようなものを「節」ではなく、動詞フレーズとして見ている。連体修飾

語（定悟）は動詞フレーズで構成されているものはやはり単文として考える。ここでは、内容的に日本語の連

体節を含む文を連体詞節複文に分類する。構文様識として，迎体修締節の後に「的」が付いているのが晋

通である。

(38) 那位穿着紅祖子皿女核是我的佳女。

→ 赤いスカートを穿いている女の子は私の姪です。

(39) 返到薗姑到送辺来。（修飾される名詞は省略されている）

→ 遅刻した人（の）はこちらに来てください。（日本語では名詞節にもなりうる？）

，
 



4 中国語の重文と複文の構文標識のリストアップ

表 1で3節に説明した中国語の複文の類別とその構文標識を示している。5節で説明する

検索の結果の量も同時に列挙する。

表 1中国語文の重文と複文の分類とその構文標識

大分類 1細分類
I重文（連合複句） i並列複文

ii継起複文

iii累加複文

iv選択複文

構文標識（関連語）

① 標識なし

② ……，也…… (5回重複）

③ ・・・・・・， 又・・・・・・

④ ……，同吋…...

⑤ 又・・・・・・， 又...… 

⑥ 既……， 又・・・・・・

⑦ 一面…•• •, 一面・・・・・・

⑧ 一辺・・・・・・， 一辺・・・・・・

⑨ ・・・・・・，而・・・・・・,

① 標識なし

② 首先……，然后……

③ ……，然后・..… 

④ 先……，随后……

⑤ ・・・・・・， 便・・・・・・

⑥ ……，就…… (3回重複）

⑦ ……，也…… (5回重複）

① 不但……，而且……

② 不但……，井且……

③ 不但……，述……

④ 不但……，也……

⑤ ……，而且……

⑥ ……，井且……

⑦ ……，述…... (2回重複）

⑧ ……，也…… (5回重複）

⑨ ……，更……

⑩ ••• …，甚至……

⑪ 不1又……，井且•…••
⑫ 不仮……，述……

⑬ 不1又……，也……

⑭ 不仮……，而且……

⑮ 不但……，而且……，甚至……｛多重累加｝

⑯ 不但不……，反而・・・・・・｛否定累加｝

⑰ 不但不……，倒……｛否定累加｝

⑱ 不但没有……，反而……｛否定累加｝

⑲ 不但没有……，倒……｛否定累加｝

① 或者・・・・・・， 或者．．．．．．

② 或是……，或是……

③ 或……，或…...

④ 要公……，要公……

⑤ 是……，込是……｛疑問文｝

⑥ 不是……，就是……

⑦ 不是……，便是……
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検索結果

263頁

33頁

6頁

78文

95文

2文

44文

41頁

10文
21頁

結果なし

72頁

371頁

263頁

7文

2文

5文
7文

13頁

57文

376頁

263頁

41頁

43文

結果なし

25文

17文

22文
結果なし

1文

結果なし

結果なし

堕墨なし

4文

2文

36文

20文

26頁

12文

結果なし



II連用節複文（編正 i因果複文 ① 標識なし

複文） ② 因力……，所以…••• 11頁

③ …• ・・， 由千…... 6頁

④ ・・・・・・， 因此 0・・・・・ 4頁

⑤ …••゜，因而...… 16文

⑥ ……，以致…… 2文

⑦ 既然……，就……｛推断因果｝ 8文

ii転折複文 ① 呈然…..・，但是…… 11文

② 呈然•…••，可是…… 2文

③ ・・・・・・， 否則・・・・・・ 28文

④ …••゜，不然・・•… 39文

⑤ ・・・・・・， 然而…... 24文

⑥ ... …， 但是・・・・・・ 30頁

⑦ …• ・・， 可是...… 12頁

⑧ ……，不述…•• 50頁

⑨ ・・・・・・， 却・・・・・・ 13頁

iii条件複文 ① 只要..・・・・， 就・・・・.. 12頁

② 只有・・・・・・， オ…... 62文

③ 除非…..・，就……｛主節が二重否定の場合｝ なし

④ 不管……，都……｛無条件｝ 39文

⑤ 不管•…••，也……｛無条件｝ 4文

⑥ 不管・・・・・・， 述……｛無条件｝ 21文

⑦ 不恰••••••，都……｛無条件｝ 5文

⑧ 不恰…..・，也……｛無条件｝ 1文

⑨ 不詑••••••，忌•…••｛無条件｝ 結果なし

⑩ 元恰…•••，都……｛無条件｝ 33文

⑪ 元恰…。・・，也……｛無条件｝ 30文

⑫ 元恰・・・・・・， 忌……｛無条件｝ 1文

⑬ 元詑・・・・・・， 述……｛無条件｝ 11文

iv仮定複文 ① 標識なし

② 要是・・・・・・， 就…… 8頁

③ 要是……，也…… 39文

④ 如果••• •枷・，就・，．．．． 14頁

⑤ 骰如•••・・・， 就・・・・・・ 6文

⑥ 偕若…..・，就…... 結果なし

⑦ 如・・・・・・， 就・・・・・・ 16頁

⑧ 仮如…•••，便…… 1文

⑨ 催若…..・，便…… 結果なし

⑩ 催使……，便•••••• 結果なし

⑪ 如..…•, 便・・・・・・ 4頁

⑫ 仮如……，那公…… 結果なし

⑬ 値若…..・，那公…… 結果なし

⑭ 如果…•••，那公…… 21文

⑮ 催使••••••，那公…... 結果なし

⑯ ．．．．．．，就 0 ● ● 0 ● ● (3回重複） 371頁

⑰ ・・・・・・， 也・．．．．． (5回重複） 263頁
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v譲歩複文 ① 尽管……，也……｛事実の譲歩｝ 6文

② 尽管……，都……｛事実の譲歩｝ 2文

③ 固然……，也……｛事実の譲歩｝ 結果なし

④ ……，也……｛事実の譲歩｝ (5回重複） 263頁

⑤ ……，都……｛事実の譲歩｝ 182頁

⑥ 即使・・・・・・， 也・．．．．． 62文

⑦ 就是……，也...… 47文

⑧ 叩使・・・・・・， 都・・・・・・ 2文

⑨ 就是・・・・・・， 都・・・・・・ 48文

⑩ 鳴伯・・・・・・， 都・・・・・・ 結果なし

⑪ 鳴柏・・・・・・， 也・・・・・・ 15文

vi取捨て複文 ① 与其……，不如…… 5文

② 宇可……，也不…… 結果なし

③ 宇可……，也……｛両方とも取る｝ 結果なし

vii目的複文 ① カ・・・・・・， ．．．．．． 159頁

② 力了・・・・・・， ．．．．．． 18頁

③ ．．．．．．， 免得・・・・・・ 4文

④ ・・・・・・， 以免..・・・・ 58文

⑤ ・・・・・・， 以便・・・・・・ 38文

viii時間複文 ① 標識がない

② ・・・・・・， 就・・・・・・ (3回重複） 371頁

③ ．．．．．．， 込・・・・・・ (2回重複） 376頁

④ …• ••, オ・・・．．． 92頁

⑤ ...... 以后，．．．．．． 30頁

⑥ ……的吋候，…… 29頁

⑦ ……之前，…… 26頁

ix連鎖複文 ① 越……，越…… 4頁半

② 嗚里……，那里…… 14文

③ 淮・・・・・・， 淮・・・・・・ 10文

皿名詞節複文 標識なし→（日本語では「こと」、「の」が付いている）

w連体詞節複文（定 連体修飾節の後に「的」が付いている（文の中に「VP+ 2618頁

語はVPを含む文） 的+NP」という構造を含んでいる、 NPは省略でき → 1089頁

る？）。

統計 112(標識があるもの）ー7(重複のもの）=105個（検索必要）

105-19(検索結果なし）=86(分析が必要なもの）

注： 1「……」で表しているのは節のほかの部分である。「，」は節と節を分けるために使われる読点で

ある。

2検索結呆は標識の文字列のみで検索したものである。

3 「標識ないし」に対応するものの検索結果は何も表示していない。量的に 3ペーじ以下(3ページを

含む）のものを文単位で表示する。またこの表で示されている文数は検索されたままの統計であり、

その中に該当の構文標識の文字列を含んでいないものもありうる。

4 検索結果の中に、量は 3頁以上のものは頁数で表し（一ページに約 36行ある）、 3頁とそれ以下のも

のは文数で表す（その文数はATRのコーパスで認めている文のそのまま数えたものである。
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5 構文標識の検索と結果

5.1検索の仕方

表 1で列挙している構文標識に対して、上記述べたコーパスを用いて、文字列のみの条件で検索した

[per 1 -ne'print if (m/文字列／）；＇という命令で実行した］。連体節複文に対しては品詞の条件も入れてニ

回目の検索を行った。

5.1検索結果の概観

検索結果も表 1に示した。構文標識は 112個あり、このうち同じ文字列で重複するものが 7個ある。従

って、検索の対象となった構文標識は 105個である。検索結果がないものは 19個（検索対象の約 18%を占

めている）。分析の必要なのは 86個の標識である。結果の量から見ると、差が大きい。最大の量は 2618

頁に登り、連体詞節の「的」という標識である。最小のは 1文もない。

次に重複する標識と検索結果がない標識を示す。

重複するもの：

a ...... 也・・・・・・

[5回重複する，重文（連合複文）の並列、継起、累加関係の複文と、偏正複文の仮定、譲歩複文に使われると

いう 5の場合がある。］

b ..... 就・・・・・・

［三回重複する。継起複文、仮定複文と時間複文の三通りがある。］

C .... ・・述・・・・・・

［二回重複する。連合複文の累加複文と偏正複文の時間複文に使われる可能性がある。］

結果が 0の標識：

Iのii継起複文の ③ 先……，随后……

Iのiii累加複文の ⑪ 不仮……，井且……

⑮ 不但・・・・・・， 而且…...

⑰ 不但不……，倒...… 

⑱ 不但没有……，反而……

⑲ 不但没有……，倒•••…

Iのiv選択複文の ⑦ 不是……，便是……

IIの祖条件複文の ③ 除非……，就•…••

⑨ 尤恰・・・・・・， 息・・・・・・

iv仮定複文の ⑥ 催若……，就……

⑨ 偏若・・・・・・， 便・・・・・・

⑩ イ尚使・・・・・・， 便・・・・・・

⑫ 仮如・・・・・・， 那公・・・・・・

⑬ 催若・・・・・・， 那公・・・・・・

⑮ 個使・・・・・・， 那公・・・・・・
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v譲歩複文の ③ 固然……，也……

⑩ 嗚伯・・・・・・， 都・・・・・・

IIのvi取捨て複文の② 宇可……，也不……

⑩ 守可・・・・・・， 也・..… 

6 検索結果に対する分析

6.1全体の検索結果に対する分析

今回時間のため、 86個の分析の必要なものの 3ページ以下(3ページを含む）の量を持つもの(55個）のみ

に対して、統計と分析を試みた。

6.1.1単用の文字列と連用の文字列の標識になる有効性

現在の構文標識では、単用の文字列（一文字と何文字のものがあるが、同じ場所で表す）と連用の文字列（ニ

箇所に分けて使われるもの）がある。それぞれの文字列の検索結果がどの程度標識であるか比較するため、

表2に示す計数を行った。

この表から、下記の結論が得られる。

全体からみると、単用の文字列よりは連用の文字列のほうが標識である比率が高いと考えられる。原因

として、現在の検索結果では、単用の文字列は殆ど大量のものであり、その中に構文標識ではない単語の

構成素や、単文の中の副詞として使われるものも、連用の文字列のものより数多く誤って検索されたこと

が挙げられる。連用の文字列にもそのような誤検索があったが、比率的には単用のより少なかった。

表2 単用の文字列と連用の文字列が標識になる比率の統計

総数 3頁以下のもの 3頁以下且全部標識にな 標識になる比率

るもの

単用文字列 31 10 2 20% 

ペア用文字列 55 45 25 56% 

（注：単用の文字列は重複するものを一つとして計数した。ここの「総数」は分析が必要な 86個のことで

ある）

6.1.2句読点の使用と不使用と標識になる有効性

二つの節の間に句読点（普通は「，」であるが、現在のコーパスでは「、」、「。」を使うものもある）が入

るのが構文標識と同時に条件とすれば、複文の標識としてより有効であろうと考えた。しかしながら、現

在の検索結果(6.2節）から見ると、標識になるものの中に句読点が付いているものが多いのもあるし(Iのiii

⑫)、標識にならないものの中に句読点が付いているものも数多くある(IIのV⑦)。また標識になるものの

中に、句読点が付いているのとついていないのと、それぞれ半分ぐらい占める標識もある(Iのiii⑩)。
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従って、現段階では、文字列と句読点と組み合わせて使うのはより標識になりやすいとは考えにくい

ではないかと思う。更なる考察が必要である。

6.2各構文標識の検索結果とその分析

検索した結果の中に量が 3ページ以下のもの 55個の文字列に対して、下記に示す四通り計数し、分析を

加えた。分析の主な内容は標識にならない代表的な例文を挙げ、標識ではないのに検出された原因を考察

する。 Iの iの並列複文に対しては、 3頁を超えたものに対しても、簡単な検索の状況を説明する。 Nの

連体詞節複文に対しては、＝回の検索結果につて分析を加える。

四通り： 1句読点があって標識になるもの

2句読点があって標識にならないもの

3句読点がなくて標識になるもの

4句読点がなくて標識にならもの

※ 「句読点がある」というのは現在の標識で示されている位置に句読点があるという解釈である。例え

ば、噂噸……，也……」の標識の場合、次の例(1)は句読点がないと考え（この文にある「，」は「也」の節

の前にあるものではないため）、例(2)は句読点があるものと考える。即ち二つの節の間に句読点が入ってい

るかどうかが判断の基準である。

(1)那祥的活，聯伯就二月五号換到羊人伺也行。

(2)竪担能逗留四、五天，対子理解日本人倣生意的方式皐会恨有柄助的。

6.2.1 Iのi 並列複文の標識の検索結果

Iの i① 標識なし

Iの i② ……也…… (263ページ，統計は略）

分析： 最初の 3頁では、並列複文の標識としての「也」以外、単文（「以色列也表示同意J)や単語（「也

許」、「也n」）の中に含まれているものも数多く存在している。「也」という文字を含んでいない文も

あった。これは条件を制限して、解析されたコーパスを利用して再検索すれば、区別はできると考え

ている。しかし、他の類の複文、例えば「継起複文や累加複文の「也」との区別は人による意味の理

解で区別するしかできない場合が多いと考えている。

Iの i③ ……又…… (33ページ，統計は略）

分析： 最初の 5頁では、単文の中に含むものや、「又……又……」、「既……又……」の標識の中に含

まれるものもある。多重複文の中に含むものもある。また下記のような「又」という文字を含んでい
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ない文はこの文字列の検索では特に数多く検索されている。条件を絞って再検索する必要がある。

(1)送畠居直走述去就是乎安神宮。

(2)有日文染志唱？

Iのi④ ……同吋••…. (6ページ，統計は略）

分析： 文字列が同様であるが、次の例(1)、(2)、(3)のように異なる位置にり、単文の成分になるもの

や、単語の構成素のものもある。 (4)は現在の標識を含む例である。条件を絞って再検索する必要があ

る。

(1) 我イi'J回阻到。

→ 私たちは同時に着く。

(2) 用餐的同吋要喝点什公唱？

→ 食事するときに何か飲みますか。

(3) 且且期 → 同じ時期

(4) 折紙是只用一張或両張紙来折出各秤末西的一項独特工芝，同吋，也是一秤令人愉快的愛好。

→ 折り紙は一枚か二枚の紙で様様なものを作り出す独特な工芸で、同時に楽しい趣味です。

Iの i⑤ 又……又…… (78文の中に 3文が文字列を含んでいな

い、一つの文は一つの「又Jしか含んでいないため、 74文で統計した。）

句読点があるもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

5
-
1
 

句読点がないもの

65 

1 

分析： 検索された文は次の例(1)以外は殆どこの標識を含む複文である。例(1)では、「又」はそれぞれ

二つの単文の中に副詞として現れているが、現在のコーパスではこれらの内容を一つの文として認識

されているため検出されたか？例(2)では、二番目の「又」は単文の副詞として使われるものである。

(1) CIPB154-05840I 有一句以前的惨遅“熟能生巧"。送句活造用子倣任何事情。 学網琴也好、学

跳舞和唱歌也好、学英悟会i舌也好、美健是要一次呈一次不灰其煩地笏i>J。I我所到辻送祥一介

笑活。噴一介恨可愛的女高中生祠： I "老師。,,I "什公事明？渡辺。,,I "老師，悠祥才能把英

悟悦好呪?,, I "喝，尤数次的反笈締刃就可以了咆?,, I "悠是悦相同的句子一遍凶一遍地悦？”

“那祥的活，縮刃的糸西就成了祢自己的糸西了。” “真的喝？老師。,,I"謝謝。危娼士・丁。”

膚姐士・丁。 1瘤娼士・丁。 I "学英悟真是件快尿的事阿。’’

(2) 如海基会應意了解此案洋情，凶真正体涼罹唯者家属之心情，何以公没置前提，令人碓解。
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I の i⑥ 既・・・・・・又…...

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

26 

゜

(95文）

句読点がないもの

69 

゜
分析： この関連語を含む複文は各分句の述語は動詞だけではなく、二つとも形容詞や、動詞と形容詞

の組み合わせのものも多くある。句読点があるものの 26文の中に、 1文は「、」を使っている。下記

の例(1)のようなものは多重複文の中に含まれるものもある。

(1) CI PB165-24500我尤恰什公吋候去災酬哀尾索品，嵐是我不到凰符合我尺碍，図能辻我喜双的京

西。

Iの i⑦ 一面……一面……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

旬読点があるもの

2 

゜

(2文）

句読点がないもの

゜
゜

分析：二例とも「一面……，一面•…..」を含む複文であるが、下記示しているように多重複文の中に（選

択複文）含まれている。

(1) CI TOS33011-22 I再后面或是演奏古琴等，或是一面覗裳力亡見送行的火焔炊五座山上依次燃起，

二血欣裳京都情測。 1

(2) CI TOS33012-22 I然后，或是演奏古琴等，或是一面別裳五座山上一座座燃起的送行火焔，二画欣

賞京都情淵。

Iの i⑧ 一辺……一辺……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

15 

゜

(44文）

句読点がないもの

29 

゜
Iの i⑨ ……而…… （統計略）

分析： 並列複文の標識としての「而」以外、単語の中に含まれているものや［例(2)]、累加複文の標識

に含まれるもの［例(3)]も数多く存在している［例(1)は並列複文の標識となっているものである］。条件

を制限して、解析されたコーパスを利用して再検索すれば、区別できると考えている。
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(1) T01146-ll角和畠肉料理要配白葡萄酒，匝紅肉料理配紅葡萄酒。

c2) ro1315-3 I姥鴎肉不｛又神癸多血且恨好吃峨。

(3) V00382-0 I没美系。我看看皿旦。

6.2.2 Iのii 継起複文の標識の検索結果

Iのii 継起複文

Iのii ① 標識なし

Iのii ② 首先……然后……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

(10文）

句読点があるもの

10 

゜

句読点がないもの

゜
゜

分析： 10文の中に，例(1)のような現標識とマッチするものもあるし、 例(2)のように「然后」の後に「，J

が付いているものや、例(3)のような「首先」と「然后」で導く節の真中にまた他の節が入るものもあった。

(1) 首先緩和一下呵祭，然屋再推硝。

(2) 首先，描入軟盤，然后，按送↑按紐。

(3) 首先，洗身体不是在浴盆里面，而是在外面。 I送一点是美鍵。 1述有，用送介桶凡浴盆晋水，沖悼身上

的肥磨。 1悠后再逍去泡。

lのii ③ …... 然后…...

Iのii ④ 先……随后……

I のii⑤ ・・・・・・ 便……

Iのii⑥ ••• •••就…•••

Iのii⑦……也……

(21ページ、統計略）

（検索結果なし）

(72ページ、統計略）

(371ページ、統計略）

[263ページ、統計略（重複）］

6.2.3 Iの固 累加複文

Iのiii① 不但……而且...... (7文）

1 句読点があるもの 1句読点がないもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

6
-
0
 

1
-
0
 

Iのiii② 不但……井且…… (2文）

1句読点があるもの 1 句読点がないもの

構文標識になっているもの ー ー
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I構文標識にならないもの I o ぃ
Iのiii③ 不但……述……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

5 

゜

(5文）
I 

句読点がないもの

゜
゜

分析： 5文の中に 3文は例(1)のような「不但……，而且述……」の構造の中に含まれるものである。

(1)去了美木信，不但可学点）し什仏，而且込可得到点）し文化竹原。

Iのiii④ 不但……也……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

5 

゜

(7文）
I 

句読点がないもの

1 

1 

分析： 5文の中に 3文は例(1)のような「不但……，而且也……」の構造の中に含まれるものである。 (2)

は標識にならないものである。「也」累加ではなく、前の節に含まれる並列複文の標識である。

(1) 在家看屯視或者呆像，不但省銭，匝且~舒遥。

(2) 鱈径井且不大担不小，特別遥合拿着走。

Iのiii⑤ ……而且…… (13ページ、統計略）

Iのiii⑥ …•••井且…… (57文）

句読点があるもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

竺
。

句読点がないもの

16 

゜
分析： 句読点がないものは例(1)のような前の節が省略されたものが殆どである。また 41文の中に「，」

ではなく、「。」を使ったものは 6文あった。

(1) 丑且我伯能在房伺里力悠的核子搭一張径便床。

Iのiii⑦ …... 述……

Iのiii⑧ ……也…...

Iのiii⑨ ……更……

(376ページ、統計略）

[263ページ（重複）、統計略］

(41ページ、統計略）

Iのiii⑩ ……甚至…… (43文）

句読点があるもの 句読点がないもの
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構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

22 

゜

18 

3 

分析： 標識にならないのは次の例(1)のような該当の文字列は名詞句の接続に使われるものである。

(1) 笑声和尖叫声，是至子歌声都能明得根清楚，

Iのiii⑪ 不仮……井且…… （なし）

Iのiii⑫ 不仮……述……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

22 

゜

(25文）
I 

句読点がないもの

3 

゜
分析： 句読点がある 22文の中に、「不1又...…，而且迩……」の接続詞を使うのは次の例(2)と(3)の2文、「不

仮仮……，述……」を使うのは例(4)の 1文あった。例(1)は現在の標識とマッチするものである。

(1) 味精不区是菅葬品，盃是烹妊的好助手。

(2) 送介不1又好吃，而且述是低脂肪圏。

(3) 据赤朕〈科学与生活〉染志扱道，莫斯科生物学家友現，植物細胞需素王区能移抑制蚊子体内茫原虫的

繁殖，而且迩可天希蚊子。

(4) 公固里到処都有阿歌泉，当然不1又佼是伺歌泉，廷有原始森林坪続的黄石湖咆，美国狗子n拉，等等。

Iのiii⑬不仮……也…… (17-1=16文， 1文は該当の文字列を含んでいない）

1句読点があるもの 1句読点がないもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

14 

゜
2
 

。
分析：上記の文の中に、「不仮……，逹…也……」という標識の中で含まれるものは 2 文〔例(1)〕、「不仮•••

…，而且…也……」という標識の中で含まれるものは 3文〔例(2)〕ある。

(1) 在美国，王区小核，韮大人皇経常吃汲堡包。

(2) 那公碓オ了解了対白，所以王区是代頷而且内容饂能感受到了。

⑭ 不仮……而且…… (22文）

句読点があるもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

14 

゜

句読点がないもの

8 

゜
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⑮ 不但……而且……，甚至……｛多重累加｝ なし

⑯ 不但不……反而……｛否定累加} (1文）

この 1文は句読点があって構文標識になる文である。

⑰ 不但不……倒……｛否定累加｝ なし

⑱ 不但没有……反而……｛否定累加｝ なし

⑲ 不但没有……倒……｛否定累加｝ なし

6.2.4 Iのiv選択複文

Iのiv① 或者……或者……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

1 

2 

(4文）

句読点がないもの

1゚ 

分析： 例(1)は現在の標識とマッチするものである。 (2)と(3)と(4)の「或者」は」名詞の並びに使われ、並

列複文の標識になっていないものである。構文標識として、「或者+v,或者十V」という条件で制限すれば、

(2)と(3)のような文は除外できる。

(1) 坐剛オ悦的接送牟来，惑査毎夭在市内胞的公共汽牟，惑査坐出租牟。

(2) 今天的特色菜是火腿煎蛋。 i述有，可以迭抒吐司或童麦片粥，橙汁或者西柚汁。

(3) 不，述不恨清楚。十二号或査十三号，看〖机的情況，到込的肘岡大概是三点或者四点。

(4) 或者天数感査距高都要考忠。

Iのiv② 或是……或是…… (2文）

句読点があるもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

2
 I
O
 

句読点がないもの

゜
゜

Iのiv③ 或……或…… （検索された文数 36文、文字列を含むのは 29文）

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

11 

8 

句読点がないもの

3 

7 

分析： 次の例(1)は現在の標識とマッチするものである。 (2)では、「或……，或•••…」名詞の並びに使われて
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いて、句読点がついていない例である。しかも、「或者……，或者……」という標識のなかに含まれている。

(3)の例では、句読点があるが、一番目の「或」は名詞の接続で使われ、二番目の「或」は節（分旬）の接続

に使われている。 (4)は、表現上では(3)番と相似しているが、「或者毎天在市内砲的公共汽牟，」という節に

動詞「坐」は省略されているのである。それは文脈上で、一番目の節に「坐」という動詞はすでに存在し

ているのは原因であると考えられる。また口語ではそのような省略も起こりやすい。

(1) 他伯惑明拿暗窃国岸，惑坑蒙拐蝙百姓。

(2) 或者天数盛査距寓都要考忠。

(3) 当吋人合合長輩墜平輩写信，都自称名，墨謙称“不侯”等…

(4) 坐削才悦的接送牟来，或者毎天在市内胞的公共汽牟，或者坐出租牢。

Iのiv④ 要公……要公……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

20 

゜

(20文）

旬読点がないもの

゜
゜

Iのiv⑤ 是••••••込是……｛疑問文l

(1) 悠是付現金，述是用信用未？

(2) 是焙牛肉三明治述是潤蛋色拉三明治？

(3) 恨冷，是胴，日本込是冬天開恥

(4) 是来回票述是単程票？

(26ページ、統計略）

分析： 3ページの内容しか観察していないが、句読点と組み合わせて標識になるのは例(1)のような文もあ

るし、例(2)のように句読点と組み合わせないのに標識になる文は更に数多く存在している。また、例(3)

のような「是」は判断の動詞として、「込是」は副詞として単文に使われるものや、例(4)のように名詞の接

続に使われる同じな文字列も検索されている。再検索が必要である。 (1)と(2)(3) (4)を区別するために、「是

+v十述是十V」という条件で制限すればよいと考えている。

Iのiv⑥ 不是……就是•••… (12文）

1旬読点があるもの 1 句読点がないもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

1
 
11 

。I
O

分析： (2)-(5)、(8)及び(12)は、「不是……，是……。也就是・・・ …」(「•• …•だ、• • …・ではない。即ち・….. だ」）

というような構造で使われ、肯定一否定ー補充説明という意味を表す。現在の検索方法では両方のものも

抽出されているが、「不是……，是……。也就是……」の条件で後者を排除できる。 (8)には真中の「是」は

省略されていて、 (12)には「也」は省略されている。
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(6)と(7)の「不是」は「いいえ、違います。」という意味で、構文上では「不是」の後に他の成分が付いて

いない、「，」が後接するという条件で (1)と区別できる。

(11)は名詞句の接続に使われるものである。

(9)と(10)はもとは二つの文であるため、データーの整理で、或いは読点「，」と句点「。」の条件で(1)と区

別できる。

(1) 我イn房年在学先逃送件事上，不是存在浮光掠影的現象，就是走了生搬硬套的老路。

(2) 不是的，我是想延后一介星期。也就是，想把予約改力十九号升始。

(3) 不是的，我是想延后一介星期。也就是，想把予約改力十九号升始。

(4) 不是的，我是想往后推一介星期。也就是，想把預約改力十九号升始。

(5) 而且屑不是拿緑沙拉来而是拿介綜合沙拉来了。也就是什公菜都来了，但那些就全都是我不想要的沙

拉胴。

(6) 不是，送姑就是。赴緊下。

(7) 不是，那家店不錯，可就是地点不好。

(8) 噂是胴， i青給我ー半煮熟的鵜蛋，不是，也就是半熟的。

(9) 那公，悠是不是想看一看那介刷均内部呪?I那就是斯ド拉刷物。

(10) 不是我弄杯的。 I原来就是杯的。

(11) 不是一部分，イが就是一切呵。

(12) 現在有了一些変化，退房不是十八号，而是十七号，所以，就是住三晩，能改ー下唱？

Iのiv⑦ 不是……便是……

6.2.5 IIの i 因果複文

IIの i① 標識なし

IIの i② 因力……所以……

IIの i③ ••• …由子……

IIの i④ ……因此•••… 

I[の i⑤ .. …•因而……

（結果なし）

11ページ

6ページ

4ページ

（統計略）

（統計略）

（統計略）

(16文、文字列を含まないのは 1文、統計にした

のは 15文）

句読点があるもの 句読点がないもの

：二：：：:::::: こ：の I:(前） +2(後）~s I: 
注： 「6(前）」は句読点が関連語「因而」の前にあるのは 6文という意味。

「2(後）」は句読点が関連語「因而」の後にあるのは 2文という意味。
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分析： 例(1)は現在の標識とマッチする文である。句読点がなくて標識になっているものは、前の分句は省

略されるものが多い、例えば例(2)。また場合により、「因而」の前ではなく、後に「，」を使う可能性もあ

る（例 3)。旬読点がなくて標識になれないのは例(4)のような違う単語の中に含まれている二つの文字を一つ

の標識として認識さているのである。単語区切りのコーパスならば、このようなものは検出されないはず

である。

(1) 由子茅台酒制作工乞夏染，生戸周期長，固皿其戸量十分有限。

(2) 因而特別美注祖国的続ー和強大。

(3) 因而，中国政府要求美国“公升道歎”。

(4) 送介事故不事我的原因而号至的。

IIのi⑥ ……以致……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

2文

句読点があるもの

゜
゜

句読点がないもの

2゚ 

分析：検出された次の 2例とも標識と同じの文字が単語の中に含まれるものである。「……，以致……」と

いう関連語を含む複文は検出されない原因として、この関連語は文書語として使い、現在のコーパスはロ

語文のみであることが挙げられる。

(1) 送里没有頼認呈富的家庭作坊，

(2) 看。 I不可能咆。以佳易致信。

IIの i⑦ 既然・・・・・・就……｛推断因果} (8文）

句読点があるもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

8
-
0
 

句読点がないもの

゜
゜

6.2.6 IIのii 転折複文

IIのii① 呈然……但是……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

(11文）

句読点があるもの

11 

゜

句読点がないもの

゜
゜

分析： 例(1)のような標準な転折複文が多かったが、例(2)のような多重複文の中に使われるものもある。

(1)呈然没能吃完，但是恨好吃。
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(2)如果有房岡的活，可以身上給悠換房伺，但是非常対不起，今天的房伺都汀満了，呈然有些房伺的

客人述没有入住，侶是不管悠祥，送些房伺己綬預汀出去了。所以由我来向悠芳辺的客人悦，辻他伯保

持安静，希望悠能理解。

Ilの ii② 呈然……可是…… 2文

旬読点があるもの 旬読点がないもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

2
-
0
 

0
 I
O
 

IIのii③ ……否則……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

28 

゜

(28文）

句読点がないもの

1 

。
分析： 句読点がある 28文の中に、例 (2)のように「。」を使うものが 6文あり、例 (3)のように「否則，」

の後に「，」も付いている文は 3文あった。また、句読点がない 1文は前の分句は省略されたものである。

(1) 清不要把身体越出牟窟，否則太危陸。

(2) 能，但要快点。否則食堂美n了。

(3) 提前妥好硬市絞好，否則，就要派恨長臥的。

Ilのii④ ……不然……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

21(前）+15(後）=36 

゜

(39文）

句読点がないもの

3 

゜
(1) 一定要戒姻戒酒，玉然会越来越杯。

(2) 不要饉我要不然就叫警察峨。

(3) イが最好顎鉤，不然的活就要等恨に吋同。

(4) 清干洗或手洗，要不然官可会変形的。

分析： (1) は今の標識とマッチするものであり、 (2)は句読点がないものである。 (3)は関連語として「不

然」ではなく、「不然的活」を使い (3文）、 (4)では「要不然」を使っている (24文）。「不然」、「不然的活」

と「要不然」は意味上では同様である。句読点が「不然」の後にあるのは前の分旬が省略されるものであ

る。

IIのii⑤ ……，然而…… (24文）
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構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

1(前）+12(後）=13 

゜

句読点がないもの

6 

5 

分析： 例(1)は現在の標識とマッチするものである。句読点が関連語「然而」の後に置くものが多い。それ

はすべて前の分句が省略されるものである［例(2)]。旬読点がなくて標識になっている 6文も前の分句が省

略されるものである［例(3)]。句読点がなくて且標識ならないのは単語の中にある文字列である［例(4)]。従っ

て、この標識を含む複文は前の分句は後の文句のみ使われる比率が多いと考えられる。前の分句の省略に

より、「，」は関連語の後か使わない場合が多いと考えられる。

(1) 数年前，北海述是北部湾一介獣欺元岡的小漁村，然而三五年吋伺北海己建成了一介現代化都市的桓架，

街上客流如潮，楼房抜地而起。

(2) 然而，‘‘窟口"却面ii佃着治安状況悪化的局面。

(3) 然而“力与美的召喚"誘惑着峙人

(4) 不是領取結婚証后就自然而然形成的，

⑥ ... …，但是…… 30ページ

⑦ ……，可是...… 

⑧ …•••，不述•••••

⑨ • ・・・・・， 却…...

12ページ

50ページ

13ページ

6.2.7 ITのili 条件複文

IIの祖 ① 只要……就……

⑮ IIのili ② 只有…•••オ……

(12ページ、統計略）

[62-12(該当文字列を含んでいない）=50文］

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

7 

1 

句読点がないもの

6 

36 

分析： (6. 3節で述べる）

IIのiii ③ 除非……就……｛主節が二重否定の場合｝なし

IIの祖 ④ 不管……都……｛無条件} (39文）

I I句読点があるもの 1句読点がないもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

。

6
-
ー 1

6
-
7
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分析： 例(1)は現在の標識とマッチするものである。 (2)では「不管」は名詞句の接続に使われ、単文の中

に現れるものである。 このような例は 6文あった。 (3)では、「不管」は動詞、「都」は副詞としてそれぞ

れ独立する二つの単文に使われているが現在のコーパスでは一つの文として扱われているため、検出され

てしまった。

(1)王萱国転凩云悠祥変幻，中国墾是姑得住的。

(2)不管瑯神盤不包括税和服各費。

(3)什公都王萱了。什公型好呵。

IIのiii ⑤ 不管……也……｛無条件｝

[4-2=2文(2文は該当の文字列を含んでいない）］

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

1 

゜

句読点がないもの

1 

゜
IIのiii ⑥ 不管•…••述……｛無条件｝ (21文に 3文が該当文字列を含めて

いない。 18文で統計した）

句読点があるもの 1 句読点がないもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

4
-
9
 

4
-
1
 

分析： (1)は標識になるものである。標識にならなるのは例(2)のような「述」は選択複文の標識として使わ

れるもの(4文）や、例(3)のような「杢萱」は動詞として別の意味の文字として使うものである(4文）。例(4)

では「不管」は名詞句の接続に使われいている(2文）。 (1)と(2)、 (3)、(4)の区別は機械では困難だと予測し

ている。

(1) 不管坐多少次〖机，在起〖吋巫是感到緊張剛。

(2) 玉萱扱喜，正星振悦，都得来真的。

(3) 那公，如果包褒寄不近去咳悠公か呪？是王箕了，廷是送迩給祢，込是寄到別的地址呪？

(4) 王萱什公房伺整没美系，清辻我住下咆。

Ilのiii⑦ 不恰……，都……｛無条件｝

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

5文

句読点があるもの

2 

゜

句読点がないもの

3 

゜
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Ilのiii⑧ 不恰……也……｛無条件｝ 1文

句読点がなくて標識になっているものである。

IIの祖⑨ 不恰……恙……｛無条件｝

JIの祖⑩ 元恰……都•••…｛無条件｝

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

なし

(33文）

句読点があるもの

7 

1 

句読点がないもの

16 

， 

分析： 例(1)は現在の標識とマッチするものである。例(2)は「元恰」は名詞の接続に使われるもので

あり、単文の中に現れている。句読点がなくて構文標識になっていない 9文はすべてこの類のものである。

(3)はそれぞれの独立する単文の中にある「元袷」と「都」を検出した。コーパスの原因による検索の誤り

であると考えている。 (4)は多重複文の中に使われるものである。

(1)元並在那介公司，人転美系聾根重要。

(2)孟塗什公聾可以号上倣好。

(3)我明悦在日本打高ホ夫球非常喪。 i在美国有要打球必須得成力会貝的多村倶示部， 也有元担．交多

少銭也不能加入的倶床部。 i 但也有淮整可以恨便宜地打球的公共球坊。 I~器要預汀唱？（検索の誤り。）

(4) 有美寺家仏力，送介項目孟塗八重床地区対化肥的市蛎需求来淵，巫是八天然代盗源的合理利用和

企此的経済放益来淵，聾是十分有利的。

IIのiii⑪ 元恰……也……｛無条件｝

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

(30文に 1文が該当の文字列を含んでいないた

め、 29文で統計した。）

句読点があるもの

2 

1 

句読点がないもの

26 

゜
分析：標識になっていないのは次の文である。それぞれの単文に現れる二つの文字列は検出されたためであ

る。

(1) 我側明天上午十点退房，現在我太太没有換的衣服。所以孟塗如何要現在洗。悠能柄我悦ー下喝？

加｛介也没美系。

IIの祖⑫ 元恰……息……｛無条件｝ 1文

その 1文は句読点があって構文標識になっているものである。
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IIのiii⑬ 元恰……迩……｛無条件｝ (11文に 2文が該当の文字列を含んでいないため、

9文で統計した。）

句読点がないもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

8゚ 

0
-
1
 

分析： 現在の標識とマッチするものは例(1)のようなものであるが、検索の結果では 1文もなかった。結

果の中に、例(2)のような「述」は選択の意味に使われているいるものは 8文があり、例(3)のような「元恰」

は名詞句の接続に使われるものが 1文あった。 (1)と(2)の区別は「元恰」の後起語の品詞で区別でき、 (3)

の場合は「都」で導く分句は付いているのが多いと考えられる。またこの接続詞を使う条件複文の頻度が

低いとも伺われる。

(1) 元恰妍始悠公叫，他揺不走。

(2) 現在元塗）し童述是大人巫都在玩呪。

(3) 対子送一題目，元恰自己是焚成正是反対，都要堅持自己所属的小組的意見唱？

6.2.8 IIのiv 仮定複文

IIのiv ① 標識なし

JIのiv ② 要是……就…… (8ページ、統計略）

IIのiv ③ 要是……也…… [39-6(該当文字を含んでいない）=33文］

句読点があるもの 1句読点がないもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの 6
 

8
-
ー 6

-
3
 

分析： 例(1)は現在の標識とマッチするものである。標識になっていないものは例(2)ー(4)のようなものが

ある。 (2)の「也」は単語「也許（たぶん）」の中に現れる文字であり、 (3)の「也」は単文の中に副詞とし

て使われるものである。この例の「翌羞真的恨需要功力特向的活，悠需要租四fl型絣牟。」という複文の接

続詞としては「要是」のみである。例 (4)では、前の文にある「只要」は条件を表す接続詞であり、後ろの

文の「也」は単文の中に副詞として使われるものである。文きりが整理したコーパスでは、例 (2)と(3)は

検出されないと考えている。

(1) 塁是給我伏恵一点）し的活，送介皇妥。

(2)弥住的仮店翌羞就在近鉄百貌附近的活，那悠担咋就住在上本町的都旅信咆。

(3)翌是真的恨需要功力桔向的活，悠需要租四日型絣牟。送神更大但担比絞貴。

(4)贈送的恋西有食品、毛巾、床単、餐具等，只要是日常生活中有用的朱西，什公都行。 I一般不送現金。
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I不近，謳有送礼券的。

Ilのiv ④ 如果……就……

]Iのiv ⑤ 椴如・・・・・・就•••… 

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

IIのiv ⑥ 催若……就……

IIのiv ⑦ 如• •• …就・••… 

IIのiv ⑧ 仮如……便……

(14ページ半、統計略）

(6文）

句読点があるもの

6 

゜
なし

句読点がないもの

゜
゜

(15ページ半、統計略）

1文

この 1文は次の例(1)句読点がなくて構文標識にならないものである。ここの「便」は単語「方便」の

中に現れる文字である。形態素解析されたコーパスならば検出されないと見られる。

(1) 仮如塞牟，那司机就会走別的路，庖咳是出租牟方便。

IIのiv ⑨ 催若••••••便……

IIのiv ⑩ 個使•••…便……

IIのiv ⑪ 如……便……

IIのiv ⑫ 俣如……那公・・疇●●●

IIのiv ⑬ 催若……那公•••…

IIのiv ⑭ 如果……那公……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

なし

なし

(4ページ、統計略）

なし

なし

[21-3(該当文字列を含んでいない）=18文］

句読点があるもの

15 

2 

句読点がないもの

1゚ 

分析： (1)は現在の標識とマッチするものである。 (2)と(3)は異なる文の違う意味の「那公」を検出されて

いる。単語区切りのコーパスではこのような現象は起こらないと予測している。

(1) 凹星在美国是五号，型今在日本会是几号呪？

(2) 鈴木先生，我想悠会明白今天清悠来的理由的。 1 西星期前同悠淡好的我介］汀鈎的那批賃物，四~再

不交披的活，我イ「］而条生戸銭下星期ー就要停止生戸了。 I現在，戸量已経減半，超市逹餓店向我1fJ要求交

痰。国羞，弥イfJ到底是忽公回事咀？

(3) 預汀人：好的，因力換実愴太麻煉了，如果就ー天的活可以0阿。型今胤げ平托了。
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(4) 如果可以就崖△作咆。

IIのiv ⑮ イ尚使……那公……

Ilのiv ⑯ ……就••…• （重複）

IIのiv ⑰ ……也・・・・・・ （重複）

なし

(371ページ、統計略）

(263ページ、統計略）

6.2.9 IIのv 譲歩複文

IIのV ① 尽管……也……｛事実の譲歩} 6文

句読点があるもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

1
-
3
 

句読点がないもの

1 

゜
分析： 標識にならないものは次の 3例である。 (1)は多璽関係の複文であり、その「也」は並列複文のの標

識として使われている。 (2)も多重関係の複文（仮設と譲歩）であり、ここの「也」は「即使」とペアになっ

て譲歩の関係を表している。ここの「尽管」は接続詞ではなく、動詞「提出」を修飾する副詞として、「で

きるだけ」の意味で使われている。例(3)の「尽管」と「也」はそれぞれ単文の中に使われるものである。

文を区切ったコーパスでは検出されないと思う。

(1) 因力愧儡政枚屋笠押有其他一切要素，但由子宕不能独立，皇不享有主枚，因此不能算作任何班代

意又上的真正国家。

(2) 如果有祠題，昼算提出，塑鰊是在悦活途中幽清不必客気。

(3) 不客4.,有事星萱悦，菫。 1息可以夏印我的箔氾。

IIのV ② 尽管……都••••••｛事実の譲歩} (2文）

句読点があるもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

2
-
0
 

句読点がないもの

゜
゜(2文とも多重複文の中に含まれているものである。）

IIのV ③ 固然••••••也・・・・・・｛事実の譲歩｝

IIのV ④ ……也……｛事実の譲歩｝

IIのV ⑤ ……都……｛事実の譲歩｝

IIのV ⑥ 即使・..・・・也……

なし

(263ページ、統計略）

(182ページ、統計略）

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

(62文）

句読点があるもの

41 

゜

句読点がないもの

21 

゜
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IIのV ⑦ 就是……也…… [47-2(「也」を含んでいない）=45文］

囀点があるもの 1 句読点がないもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

3 

27 

9
-
6
 

分析： 現在の標識になるものは例 (1)のようなものであるり、標識になっていないのは (2)-(4)のよ

うなものである。例 (2)の「也就是」は前のものに対する解釈で、「即ち……だ」の意味である。例 (3)と(4)

の「就是」は強調の断定で（そうだ）、「也」は副詞で「も」に相当する。区別するのは困難と考えている。

(1) 就足悠即使点便宜的菜，套菜1介格担是不変的。

(2) 就是命令也墓晶防附某人倣某事。（「也就是……」は

(3) 塾星廟。 i再悦，膵子皇酸疼胴。

(4) 満足客人的要求，本来慇星我伯庖核倣的，幽是我1fJ的基本菅並方針。

IIのV ⑧ 即使•••…都•••…

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

(2文）

句読点があるもの

2゚ 

句読点がないもの

゜
゜

分析： 検索された 2文は次のものである。 (1)は譲歩と並列の関係を持つ多重複文で、その譲歩関係を示す

接続詞は「即使……，也……」である。ここの「都」 は最後の分句の動詞を修飾する副詞である。 (2) 

の「都」は単語「古都」の構成素である。

(1)則聾自己没有屯脳，患可以使用同学的，或者学校的，使用送些屯脳聾能使用送介屯子郎箱。

(2)聾想中午出友，吋同也綽綽有余，所以悠可以軽松地在古痙奈良散歩。

IIのV ⑨ 就是……都…… [48文ー2文（都）を含んでいない=46文l

句読点があるもの 1句読点がないもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

1 

26 

。
o
_
2
 

分析： (6. 3節で述べる）

IIのV ⑩ 鳴伯……都……

I[のV ⑪ 鴨伯……也•••…

なし

15文

句読点があるもの 句読点がないもの

32 



構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

6.2.10 IIのvi 取捨て複文

1
 1
0
 

14 

゜
① 与其……不如……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

(5文）

句読点があるもの

3 

゜

句読点がないもの

2 

゜
② 守可……也不…… なし

③ 宇可……也……｛両方とも取る｝ なし

6.2.11 IIのvii 目的複文

rrのvii① カ•…••

rrのvii② 力了……

(159ページ、統計略）

(18ページ、統計略）

IIのvii⑧ •…••免得…… (4文）

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

4 

゜

旬読点がないもの

゜
゜

IIのvii④ ……以免……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

5 

20 

(58文）

句読点がないもの

1 

32 

分析： (6. 3節で述べる）

IIのvii⑤ •…••以便••…· (38文）

I I 句読点があるもの 1句読点がないもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

1
7
-
4
 

3
 

4
-
1
 

分析： (1)は構文標識になっているものである。標識にならないものは例(2)と(3)のような「以」と「便」

はそれぞれの単語の構成素として使われるものである。 (2)と(3)では「可以／便宜」である（区別は句読点が
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ついているかどうか）。単語区切りのコーパスではこのようなものは検索されいと見られる。

(1) 我均上降低音哨的音量，以雙郊居if]能熟睡。

(2) 大醤陶妥的活，最多可旦雙宜百分之十。

(3) 可以狐宜一点几喝？

6.2.12 IIのviii 時間複文

① 標識がない

② ……就……（重複）

③ ……込……

④ …... オ……

⑤ ・・・・・• 以后…...

⑥ ・・・・・・的吋候……

⑦ •• •…之前……

6.2.13 IIのix 連鎖複文

IIの訳① 越・・・・・・越……

IIの訳② 靡里••••••那里……

(371ページ、統計略）

(376ページ、統計略）

(92ページ、統計略）

(30ページ、統計略）

(29ページ、統計略）

(26ページ、統計略）

(4ページ半、統計略）

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

(14文）

句読点があるもの

2 

6 

句読点がないもの

2 

2 

分析： (1) は現在の標識とマッチするものである。 (2)番は句読点があって標識にならないものの一例で

ある。それは「とんでもありません」のような意味で、［，］があるが、それぞれの部分には節になっていな

い。 (3)の「嗚里」は「どこのチーム」の代名詞的なものである。各分句に動詞があるかどうかの条件で区

別すれば、このような文は排除できる。

(1) 呪里摘科学灌揺嗚里就必須先修水利

(2) 鳴里，那里。

(3) 是鳴里対鳴里的比賽？

Ilのix③ 淮……淮••…• (10文）

句読点があるもの

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

2
-
2
 

句読点がないもの

2 

4 

(1) 淮笑到最后，淮笑得最好。
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(2) 淮也禽不升淮。

(3) 胴。 1当然。 I朱菩也好，妹妹也好，母奈也好，淮都行。 Ii:佳都可以接受呪。

分析： (1)は現在の標識とマッチするものである。 (2)句読点がなくて標識にならないものである。文字列と

しては「淮……淮……」があるが、一つの単文の中に現れる二つの成分である。 (3)は現在のコーパスでは

二つの独立する単文をひとつとして認識しているため、検索してしまった結果だと考えられる。

6.2.14 連体詞節複文の標識について

一回目の検索結果：

「的」という文字列のみを条件として検索すると、 2618ページの内容があった。先頭の 10ページ内

容の観察より、下記のような「的」を含む 6種類の文があった。

A 語気詞的な「的」。会話で肯定、賛成の回答文でよく現れる。大抵「是的」、「好的」、「対的」というよ

うなものがほとんどであるため、それらの文字列で検索できると考えられる（多量）。

(1) 是剪~。 →そうです。

(2) 好位。 →いいです。

B 「N+的+N」という構造の中に現れる「的」、即ち名詞の連体修飾語の「の」の働きをするもの（多量）。

(3) 我想預定一介二万五千日元堕双人套伺。

→ 二万五千円のツーインルームを予約したいです。

C 「VP+的+NP」の NPは省略されるもの。この種類のものは日本語に来ると形式名詞になり、名詞節

に相当するが、中国語から考え、［動詞の後に「的」］が付いているかどうかを判定の条件として使うた

め、これを連体詞節複文のほうに属させている。

(4) i, 青何祢有喝些特別想倣般喝？→ 何か特にやりたいことでもありますか。

D 文末に使われ、説明、解釈の役割を働く。中国語で「VP+的十。」の条件で判断するか、日本語で「の

だ（です）」の条件で判断できると思う。

(5) 我伯是来親光的。 →私たちは観光にきたのです。

E 「Adj十的十NP」の構造で現れ、形容詞の連体修飾語の役割である。

(6) 我{i'J的礁有単独的日式客房。→ 確かに私たちはシングルの和式部屋があります。

F 標準的な連体節の標識の「的」、「VP+的+NP」の「的」を含むもの。

(7) 到劫物国去的巴士在芍路対面。

→ 動物園へ行くバスは道の向こう側にあります。
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二回目の検索結果：

上記述べた形態素解析を行ったコーパス(Sinicaコーパスで学習したもの。詞の単位で区切って、品詞は

表記される）を利用して、「的」の前に動詞があるものを検索する。

(perl -ne'print if(!¥N[A-Za-z0-9]+¥s+的¥/DE/)という命令で検索を実行した。）

結果として、ファイルの容量は一回目の約半分の 1089ページに縮小した。先頭の 7ページ内容の観察

によると、一回目の A、B、C、Dのものが殆ど消えて、 E、Fのものが残っている。 E形容詞の連体修飾

語のものとして、下記のような例があった。

(8) 悠知道送附近嗚里有好吃般餐信唱？

→ このあたりにどこにおいしいレストランがあるか知っていますか。

(9) I阿，多公可愛囮娃娃。

→ なんでかわいい子です。

原因として、現在 Sinicaコーパスの品詞分類で、普通形容詞と見られるものの「好吃」「可愛」などを

動詞の一種類(VH状態不及物動詞）として扱っているのは原因ではないかと考えられる。

Bタイプのものは次の(10)例の一文があった。これは機械では“席希的愛”の「希」を動詞として解析

されたのが原因ではないかと考えている。

(10) "岸希的愛”的上映吋伺是几点？

→ 「クシの愛」の上映時間は何時ですか。

CとD類の例文は殆ど見られない原因は分かっていない。この条件で検索するならば、 CとD類のもの

も含むと予測していた。

6. 3 構文標識にならない数が多い標識に対する分析

ここで標識にならないものが多い文字列の 3つに対して詳細な統計と原因について考察する。

IIのvii④ ……以免……

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

5 

20 

(58文）

句読点がないもの

1 

32 

分析： (1)は構文標識になっているものである。標識にならないものは例(2)、(3)と(4)のような「以」と「免J

はそれぞれの単語の構成素として使われるものである。 (2)では「可以／免襲Jであり (32文） (3)は「可以／

免税」であり 09文）、 (4)は「可以／免除」である (1文）。

(1) 那我給悠注明有可能恨晩才到，認急被取消。
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(2) 住宿的客人可以免党使用。

(3) 可以免税丈几瓶？

(4) 如果友生撞牟而汽牟受損吋，可以~除齋任唱？

IIのV ⑨ 就是……都…… [48文ー2文（都）を含んでいない=46文］

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

26 

句読点がないもの

2゚0 

分析：標識になるものは例(1)である。ならないのは例(2)のような「就是」は強調と断定の意味に使われ、

「都」はどれかの名詞の構成素になるもの(15文）と、例(3)のような「就是」は解釈の意味に使われ、「都」

後の分句の副詞として使われるものである(31文）。

(1) 不1又本公司戸品，鱈羞所使用的包装材料，也聾丹加了保陰。

(2) 早在商至哉国吋期重灰慇是巴国国痙。

(3) 杯島葛星大的圏形十字路口，通常牟在那的行映方向聾是一祥的。

IIのiii ② 只有••••••オ•••••• [62-12(該当文字列を含んでいない）=50文］

構文標識になっているもの

構文標識にならないもの

句読点があるもの

7 

1 

句読点がないもの

6 

36 

分析： 例(1)は標識なるものである。 標識にならないものは、 「只有」は名詞句の接続に使うもの［例

(2)、22文］、例(3)のように「只」が副詞として、「有」は動詞ととして使うもの(13文）、及びその他(2文）

のものなどがある。

(1) 旦直帯上会貝証立可以住喝？

(2) 井且送）し也旦直大仮店オ有洋細的介紹枯。

(3) 商下一物表演只有五分紳了，要快一点才好。

（副詞「只」と動詞「有」、副詞「オ」の組み合わせである。関連語の「只有……，オ……」ではない。）

上記の分析から見ると、標識にならない主な原因はそれらの文字列は節の接続ではなく、文字列の全部

あるいは一部は名詞句の接続に使用したり、単語の構成素になったり、或い単文の副詞（或いは動詞）とし

て使われたりすることが原因として挙げられる。
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7まとめ

本研究は中国語の長文分析する手がかりを得るために、中国語の複文とその構文標識につて考えたもの

である。

第 4章の表 1で示している構文標識としてまとめたものは基本的にその構文上の標識として使えると考

えられる。

第 6章の「6. 3 構文標識にならない数が多い標識に対する分析Jに基づき、標識にならない主な原因

は下記の三つが挙げられる。

(1) 標識の文字列の全部あるいは一部は他の単語の構成素になる。

(2) 文字列の全部あるいは一部は節の接続ではなく、名詞句の接続に使用する。

(3) 文字列の全部あるいは一部は単文の副詞として使われたりすることが考えられる。

上記の三つの原因以外に、他の多種類の標識の用例で見受けられた標識にならない原因は

(4) 標識の文字列の全部あるいは一部は異なる意味の文字として使う。

(5) 標識の文字列の全部あるいは一部は他種類の複文の標識として使われる。

正式な文章では、分句と分句の間に「，」という句読点を入れるのが普通と考えていたが、検索の結果か

らみると、構文標識が句読点と組み合わせて複文の標識になるものもあるし、組み合わせなくて標識にな

るものある。現在の統計からみると、どちらがより高いとは言えない。句読点の使用は文の長さや、話者

の話し方などとも関連がある。口語文では前の節は省略により句読点を使わないものもある。

残る課題は量が多いものに対して条件を絞って再検索と分析することである。
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